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  国語科における「主体的・対話的で深い学び」とは、言葉による見方・考え方を働かせ

ながら自分の考えを深めることである。文章を読みながら、言葉と言葉、対象と言葉の結

び付きを捉え、その自覚を通して認識を深めていく。 

  本発表で紹介する実践では、言葉による見方・考え方を主体的に働かせるための手立て

として、「初発の疑問を探究」したり、「複数の訳文を比較・検討」したりした。これらを

通して、新しい言葉による見方・考え方を得ることができると考えた。 

上記の言語活動に、個別最適、協働的な学びの一体化を目指して授業実践を行った。 


